
【コラム】 第３次さいたま市食育推進計画 ③ 



１４



R1食育取組事例シート

施設名 にじの星保育園 電話 048-871-6687 

住所 北区宮原町３－２０９－２ 

事例 
タイトル なすとピーマンの甘辛炒め 

目指す姿 

（大きな目標） 
自分たちで育てた野菜を使って調理する楽しさを味わう。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
調理工程を学び、友だちと協力してクッキングを楽しむ。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年７月１日(月) 

場所 ２階ランチルーム 

資料・教材 特になし 

実施内容 

１．ナスを半月切りにして水にさらす。ピーマンはヘタ取り、8 分の 1 の大きさに切る。 

２．調味料を混ぜる。 

３．切った野菜（なす、ピーマン）をホットプレートで炒める。 

４．野菜に火が通ったら混ぜた調味料を入れ、炒めて完成。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

自分たちで育てた野菜だったこともあり、収穫をしたときからクッキングを楽しみにしている姿が見ら

れた。ピーマンやナスは苦手だと言っている子も多かったが収穫やクッキングを通して克服する子も

見られた。包丁を使ってのクッキングは久しぶりだったが、使い方を子どもたちと一緒に確認しながら

取り組んだことで持ち方や手の置き方にも気を付けながら安全に使う事ができた。食材だけでなく、

調味料にも興味や関心を持っている子が多く、酒とみりんの色の違いなどにも気づいていた。ホット

プレートの使用はほとんどの子が初めてであったため、やや緊張していたが始める前に使い方や約

束事を伝えたことで一人ひとりが意識しながら行うことが出来た。自分たちで作ったことで「美味しか

った。」「また作りたい。」との声もあがり、クッキングの経験を通して友だちと協力しながら調理する楽

しさを感じている様子が見られた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

なすやピーマンはあらかじめ半分に切っておい

たことで子どもたちもスムーズに切ることが出来

た。包丁使用の際は二人ずつ行い、保育者と栄

養士がそれぞれに付いて持ち方などを丁寧に

伝えたことで危険なく行うことができた。調味料

に触れる機会は中々作れないのでいい経験と

なったと思う。 

後片付けも自分たちだけで行ったが、時間が掛

かってしまったので、今後は役割分担を決めた

りと工夫をしていきスムーズに行えるようにして

いきたい。 

備

考

特になし。 

１５





R1食育取組事例シート

施設名 大宮日進さくらんぼ保育園 電話 048-788-2820 

住所 さいたま市北区日進町2-1914-7 

事例 
タイトル 春巻作り 

目指す姿 

（大きな目標） 
手先を使って料理作りを楽しむ。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

・折り紙で巻き方を練習した後、実際にやわらかい春巻の皮を破かないように巻く。 

・春巻の中に使われている材料や、どのような工程で作られているのかを知る。 

方

法

対象者 
（○で囲む） ０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（保育士体験参加の保護者） 

日時 ２０１９年１１月１４日 

場所 ５歳児クラス 

資料・教材 

《～前日》折り紙・綿・のり 

《当日》春巻材料（春巻皮、豚挽き肉、干ししいたけ、たけのこ、春雨、もやし、ゴマ油、しょう

ゆ、オイスターソース、片栗粉、小麦粉、水）、ラップ、バット、小皿

実施内容 

《前日》春巻の巻き方を折り紙で練習する。 

《当日》 ・エプロン、三角巾、マスクを着用し、手洗い・消毒を行なう 

     ・事前に調理室で作った具と、春巻の皮を配る 

     ・春巻を巻く 

     ・調理室で揚げて、昼食に提供する 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

・前日に包む練習をしていた為、当日は要領が分かっていたので作業時間の短縮に繋がった。折り

紙とは違って破れやすいので優しく包むことを伝えると、子どもたちは「ちゃんと作れるかな？」と緊

張を持って作業に臨んでいた。１枚成功すると自信がついたようで「他のクラスの分も作ろうよ」と自

然と声が上がった。 

・春巻はもともと残食の少ないメニューだが、「中にたけのこが入っている！」など材料への関心や

「焼くじゃなくて揚げるんだよね」など調理法の知識に繋がった。 

・今回は保育士体験の保護者にも手伝いをしてもらったが「家での冷凍品には手をつけず、給食の

春巻が良いと子どもに言われる理由が分かった。家でも手作りをしたいと思う。」という意見を頂くこ

とができた。また、塩分の差にも気づいてもらうことが出来た。 

評

価

・
今

後

の
課

題

・普段から折り紙が好きな子どもたちの様子か

ら、「包んでクッキングをする」事に繋がったこと

が良かった。今後も子どもたちの様子から、食

育活動に繋げていくことで“出来る自信”をつけ

られると良いと思う。 

・５歳児でも調理法（焼く、煮る、揚げる、炊く）な

どの差が分からない子どもがいるので、今後も

調理の様子を見る等して学ぶ時間が作れると良

いと思った。 

備

考

１６



１７



１８



R1食育取組事例シート

施設名 社会福祉法人誠心会 あおぞらウィンクルム保育園 電話 048-782-8716 

住所 さいたま市大宮区桜木町1-185-2のびのびプラザ２階 

事例 
タイトル クッキング保育～三色ひな寿司作り～ 

目指す姿 

（大きな目標） 
季節の行事に関心を持ち、三色ひな寿司作りに楽しんで参加する。 

当日のねらい 

（小さな目標） 

・ご飯やトッピングの香り、色合いを感じながら、三色ひな寿司を楽しむ。 

・給食で三色ひな寿司を食べ、自分達で作った喜びや美味しさを味わう。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（ 園長 ） 

日時 ２０１９年３月１日（金） １１時１０分～１１時３０分 

場所 らいおん組 

資料・教材 材料一式、食材一式 

実施内容 

①主菜皿に牛乳パックの型をひし形になるように置く。 

②緑色のご飯を型に詰めて、スプーンでならす。 

③白色のご飯を型に詰めて、スプーンでならす。 

④ピンクのご飯を型に詰めて、スプーンでならす。 

⑤しっかりスプーンで平らにならし、型をそっと外す。 

⑥ダイスチーズをスプーンで盛り、いんげん、人参をお箸でトッピングする。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

 各グループとも、楽しんで三色ひな寿司作りに参加していた。見本を見て「すごい！」、「きれい！」

とこれから行うクッキング保育に期待感を持っている様子であった。一方、「上手に出来るかな」と不

安そうにしている様子の子どももみられた。初めはスプーンで押し固める事が難しいように思えた

が、少しずつコツを掴んで、一生懸命詰めている様子が見られた。自分達で作った三色ひな寿司が

給食になると知ると、トッピングを工夫したり、「きっと美味しいよ！」と嬉しそうに友達と話している様

子が見られた。給食の時間になると、「きれいに出来たよ！」、「美味しいね。」、「もっと食べたい！」

と保育者や友達との会話を楽しみながら味わっていた。 

 三色ひな寿司やトッピングの香り、色合いを楽しみ、どのようにご飯をスプーンで押したら、上手に

出来るのかを考えながら取り組む様子が見られた。食べ物や器具を衛生的に扱う事の大切さを理解

した様子であった。 

評

価

・
今

後

の
課

題

 自分達が作ったものが提供されることを喜び、

次回のクッキング保育に期待をしているように

感じた。三色のご飯を子ども達に配る際、スプー

ンが各色必要だったが、準備していた数が足り

ずに給食室へ取りに行くなどし、予定時間を過

ぎてしまった。次回は、スプーンなど器具の数や

実施時間など今回の反省を踏まえて検討してい

きたい。 

備

考

１９



R1食育取組事例シート

施設名 太陽の子 堀の内保育園 電話 048-650-6611 

住所 大宮区堀の内町1-178-1 

事例 
タイトル 大豆～豆腐作り～ 

目指す姿 

（大きな目標） 
大豆からできているものを知り、大豆に興味を持つ 

当日のねらい 

（小さな目標） 
豆腐の出来る過程を知り、手作りの味を知る 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年 7 月 26 日 

場所 4 歳児保育室 

資料・教材 大豆 にがり 絵本「大豆レンジャー」 大豆が何に変わるのかの資料 

実施内容 

事前に水につけておいた大豆と戻す前の大豆を比べる。 

豆腐作りを行う。(子どもが出来るところは一緒に行う) 

途中豆腐を固めるところで待ち時間に絵本を読む。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

大豆がいろいろな形に変わるのに興味を持ち楽しんで参加していた。 

加熱している時も大豆の青臭い匂いから豆腐の匂いに変わったところ等気づいていた。 

大豆レンジャーや資料をみて、当日のおさらいをしてクイズを出したが、みんなよくわかっていた。 

豆腐の味見では普段食べている豆腐と違い子どもそれぞれ、甘い味や豆乳のような味、にがりの苦

味を感じていたりと個々に感じ方の違いも現れた。 

その後給食やおやつでも大豆からできているものを探しながら楽しんで食事をしていた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

大豆からできるものは沢山あるので、色々な食

べ物になることが知れてよかったと思う。 

しかし、豆腐の出来る過程では、見ることがメイ

ンになり子ども達の参加が少なくなってしまった

ので、もう少し参加できるように考えて行いた

い。 

備

考

２０





R1食育取組事例シート

施設名 大成たいよう保育園 電話 048-778-8615 

住所 さいたま市大宮区大成町2-161-1 

事例 

２１ 
タイトル ５歳児によるお米作りとおにぎりパーティー 

目指す姿 

（大きな目標） 
食への興味・関心を深め、食材へ感謝の気持ちを持つ。調理の楽しさを知る。 

当日のねらい 

（小さな目標） 
５歳児が行ってきたお米作りを全園児で共有する。また、５歳児への憧れを深める。 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む） 幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年 12 月 5 日（木） 

場所 大成たいよう保育園 

資料・教材 

実施内容 

５歳児が５月から、お米作りを行ってきた。芽出し、田植え、稲刈り、脱穀、精米作業を

経て、自分たちで育てたお米でおにぎり作りを行う。５歳児がどのような過程で、お米を育

てたのかを他クラスに向けて、新聞形式で発表を行う。また、他のクラスは、おにぎり作り

の見学も行う。３・４歳児は、５歳児への期待を高めたり、調理を行う楽しさを味わうことを

目的に、けんちん汁、五目煮に使う野菜の調理を一緒に行う。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

 毎年行っている行事の１つだが、５歳児はお米作りの集大成として、期待を高めて参加する。自分

たちで精米したお米をその場で炊き、普段食べているお米との色の違いや、粒の大きさを比較する

ことが出来た。また、０～４歳児クラスがおにぎり作りの見学に来ると、作り方を小さいクラスのお友

達に教えてあげる姿も見られた。０～４歳児クラスの子どもたちは、５歳児がおにぎり作りを行う姿に

興味を持ち、食い入るように見つめていた。また、「早くくじら組（５歳児）になりたいな」「おにぎり作り

たい」と話す声も上がっていた。 

 全クラスが集まり、５歳児のお米作り新聞の話を聞く時も、相槌を打ちながら話を聞く子どもたちの

様子も見られた。他クラスの保育者も、５歳児の発表を聞き、改めてお米作りの過程を知り、「勉強に

なった」と話す声も聞こえた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

お米作り新聞には、お米作りを行ってきた中

で、印象に残った作業や、難しいと感じたことを

子どもたちが話し合い、写真と文章でまとめてい

た。これからお米作りを行う０～４歳児に向け

て、それぞれの行程でのコツもまとめていた。子

どもたちが全行程を振り返り、進められていたこ

とが良かった。また、約８ヵ月かけて、１つのこと

を行い、やり遂げる達成感や、普段当たり前の

ように口にしているお米の有り難さを伝えること

が出来たと思う。 

備

考



お米の土づくり 
田植え 

田の草取り・ 

田んぼにすむ 

生き物探し 

稲刈り 

脱穀・精米、おにぎりパーティー 
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２２



２３





R1食育取組事例シート

施設名 ミルキーウェイ大成園 電話 048-667-2340 

住所 さいたま市大宮区大成町３－２８０ 

事例 

２４ 
タイトル とうがんって何？ 

目指す姿 

（大きな目標） 
季節の野菜 冬瓜と大根の違いを知ろう 

当日のねらい 

（小さな目標） 
冬瓜と大根を比べ、見たり、触ったりし、食材に興味をもつ 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年 

場所 幼児組保育室 

資料・教材 冬瓜と大根 

実施内容 
冬瓜と大根を見比べる（観察する） 

保育者の説明を聞く 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

実際に食材を見比べることによって、形や色、大きさの違いを知り、保育者の説明から育ち方や違い

なども学んだ。 

また、食材を切って中身を見ることによって、種の違いにも興味を持った。 

評

価

・
今

後

の
課

題

普段家庭で食べることの少ない冬瓜について、

興味を持ちながら学ぶことができた。今後も旬

の食材に触れる機会を設けられるように計画し

ていきたい。 
備

考





R1食育取組事例シート

施設名 あすなろ保育園 電話 048-684-6132 

住所 見沼区南中野５８２ 

事例 

２５ 
タイトル 郷土料理を味わう 

目指す姿 

（大きな目標） 
郷土料理について知る 

当日のねらい 

（小さな目標） 

郷土料理や、地域の特産物を使った料理を味わい、 

その地域の食文化を、クイズなどを通して楽しみながら知る 

方

法

対象者 
（○で囲む）

０歳児 ･ １歳児 ･ ２歳児 ･ ３歳児 ･ ４歳児 ･ ５歳児 ･ 保護者 ･ その他（         ） 

実施者 
（○で囲む）

幼稚園教諭 ･ 保育士 ･ 栄養士 ･ 調理師 ･ 調理員 ･ その他（                 ） 

日時 ２０１９年５月～毎月１回 

場所 保育室、ホール 

資料・教材 日本地図、地域の紹介をまとめたポスター 

実施内容 

・月に１回、郷土料理の日を設け、給食やおやつで郷土料理を食べる。 

・日本地図や、その地域の紹介をホールに貼り出す。 

・地域の特産物などをクイズ形式にして伝える。 

結

果

・
参

加

者

の
反

応

や
様

子

・子どもたちが食べ慣れている味になるよう、少しアレンジを加えたりしたので、どの子もよく食べて 

いた。 

・日本地図にも興味を示し、自分達が住んでいる場所や、「まわりに海があるから美味しいお魚がある

んだね」など、よく気づいていた。 

・その地域の食材のクイズを、写真などを使ってクイズにしホールに貼り出したので、送迎に来る保護

者も興味を持ち、親子で楽しそうに会話する姿も見られた。 

評

価

・
今

後

の
課

題

・郷土料理を取り入れたことで、

食材や献立、地域の食文化への

興味が広がったと思う。 

・別日に行事食のお話や、だしの

飲み比べの活動も行ったので、

日本の食文化に触れることがで

きたと思う。 

・最終月には、１年間で食べた郷

土料理の写真を貼り出す。 

備

考
ホールに貼り出した 

地域の紹介やクイズ 

「静岡県の郷土料理」 

しらすのかき揚げ、 

チンゲン菜とツナのサラダ 

おけんちゃん、みかん 
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